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インターバンクの声 （2015年 3 月 2 日） 
 

週末そして２月の最終日となった２７日のニューヨーク市場は、ロンドン・

フィクシングを巡る資本筋の需給による影響も噂されたが、目立った動きは

見られなかった。相場を動かしたのがニューヨーク市場の午前中に相次いで

発表された米経済指標だったが、結果が強弱まちまちとなる中で、予想を上

回った２月のミシガン大学消費者信頼感の数字がドル売りの流れに歯止めを

掛けてドルを買い戻させるきっかけとなっていたようだ。それでも市場は最

後まで１２０円台に戻すような場面もないままに２月の取引を終えている。

昨年ほどではないようだが、速報値や市場予想を上回ったミシガン大学消費

者信頼感にしても、今年も米北東部や中西部が悪天候の影響を受けていたよ

うだ。この影響を考慮に入れれば米国の実態経済にはもう少し上振れ余力が

あったかも知れない。今週金曜日には早速米雇用統計の発表となるが、週末

に利下げをした中国の全国人民代表大会も木曜日に始まり、初日に成長率見

通しの発表をしてくるのかも注目される。 
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